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1. 会社概要、事業紹介
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３つの事業領域

1947年 589名

売上高

436億円

経常利益

14.8億円

2024年3月期現在

産業素材産業設備

グローバルネットワーク

国内46拠点
海外27拠点

国内15社
海外23社

グループ会社・関連会社設立

海外売上高比率

47.2％

グループ従業員設立

4.7%

ROE

※2024年11月30日現在 ※2024年11月30日現在

機械部品
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KYOKUTO BOEKI KAISHA,LTD 

極東貿易のあゆみ

1947年 設立

1948年～   札幌ほか国内拠点
拡大開始

1956年～ アメリカほか海外拠点
拡大開始

1987年 東証二部上場

2000年 東証一部上場

2009年～ 子会社の設立・M&A等
グループ拡大化

2022年 プライム市場へ移行

「人と技術と信頼と」

社 是

・製鉄機械
・建設機械

・航空機器
・防衛関連機器
・海洋開発機器

・電子機器
・通信機器
・エンジニアリング

プラスチック
・コーティング剤

・複合材料
・検査機器

・防災機器
・省力化技術
・環境対策

常に国内外のニーズに対応し
先進技術を提供してまいりました

「ニーズとシーズの橋になる」

経 営 理 念
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05産業設備関連部門

■事業概要

産業インフラ関連事業… 国内外鉄鋼・化学プラント向け各種機器・設備、

海外プラント向け機器、地震計

資源・計測機関連事業…海洋探査・掘削など資源開発機器、洋上風力発電関連、

航空宇宙・防衛関連、自動車計測・検査装置

■主な事業

売上高構成比

28％

自動車計測・検査装置

地震計関連

洋上風力発電関連資源開発機器関連

海外プラント向け機器国内外鉄鋼・化学プラント
向け各種機器・設備

航空宇宙・防衛関連

写真後送

写真後送
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06極東貿易の事業の一例をご紹介

■例えば、製鉄プラントの場合…

製鉄に必要な川上から川下の工程において使われるコア技術を支える様々な機器を納入しています。

コア技術

国内メーカー 海外メーカー
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07産業素材関連部門

■事業概要

機能素材関連事業 … 国内外向け自動車部品用を中心としたコーティング剤、

 炭素繊維・複合材料、エンジニアリングプラスチック

生活・環境関連事業…食品業界向け資材・設備、バイオプロダクツ関連、

耐熱・防錆材料など

食品業界向け資材・設備

炭素繊維・複合材料関連自動車部品用コーティング剤 エンジニアリングプラスチック

売上高構成比

30％

■主な事業

バイオプロダクツ関連 耐熱・防錆材料など
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08機械部品関連部門

■事業概要

精密ファスナー（特殊ねじ類）関連事業…ヱトー（株）の産業用精密ファスナー、

金属部品など

特殊スプリング関連事業…サンコースプリング（株）の定荷重ばね、ぜんまいなど

船舶補修部品事業…（株）ウエルストンの船舶用エンジンなどの補修部品

特殊スプリング関連事業精密ファスナー(特殊ねじ類)関連事業 船舶補修部品事業

売上高構成比

42％

■主な事業

ヱトー(株)では精密ファスナーをあらゆる産業向けにグローバルに販売・展開
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09ビジネスモデル

77年の積み重ねで得た信頼と経験。技術商社だからこそできる付加価値提供の形

アフター
サービス

エンジニア
リング対応

グローバル
ネットワーク 提案営業

ソリュ-ション

提案
最新技術
情報提供
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10極東貿易の強み

多様でユニークな取扱商材

製鉄所向け設備、海洋探査・掘削機器から地震計、

エンジニアリングプラスチック・コーティング剤、複合材料、産業用特殊ファスナー等まで

技術力に基づく「プラスワン」

技術提案、導入・据付、運用・保守まで一貫した

技術サポートができるエンジニアリング商社

グローバル体制によるものづくり支援

欧米、メキシコ、中国、台湾、アセアンからインドまで

グローバルなネットワークで日系企業などのものづくりを支援
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11極東貿易の強み：グローバル体制によるものづくり支援

KBK海外拠点

KBKグループ会社拠点

2024年3月期現在

45％

22％

海外取引
地域別売上高

構成比
17％

北中米

中国

アセアン

欧州

インド

その他

国内売上高

52.8％

海外売上高

47.2％
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2. 成長戦略
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13中期経営計画 「KBK プラスワン 2025」の取組

株主価値に資する

資本政策の実行

大きく変動していく社会で

「想像」し「創造」できる

人材の育成

3つの重点施策

サステナブルな

社会の実現に向

けた事業展開と

投資の実行
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M&Aの実績

ファーレ㈱を
完全子会社化

ヱトー㈱
完全子会社化

(株)三幸商会
完全子会社化

ヱトー㈱にて
   ㈱ウエルストン
   完全子会社化

プラント・メンテナンス㈱
完全子会社化

オートマックス㈱
完全子会社化

サンコースプリング㈱
完全子会社化

㈱ゼットアールシー・
ジャパン
完全子会社化

＊2025年4月より
 当社へ吸収合併
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成長戦略の取り組み例

株式会社三幸商会の概要

（株）三幸商会 拠点一覧

KBK海外拠点

KBKグループ会社拠点

直近のM&A実績 ①

・2024年10月：三幸商会を連結子会社化

・主な取り扱い商材：エンジニアリングプラスチック・溶射材 (表面改質技術の溶射で使用される金属やセラミックス、サーメット等の材料)

・名古屋を基盤とする多数の大手企業が顧客

・海外拠点：香港、上海、タイ、ベトナム、フィリピン

・自動車部品、電機製品、半導体関連など幅広い産業分野に貢献 極東貿易グループと人や海外拠点などの経

営資源を共有することで、新たな商流の構築

やシナジーの創出を図る
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株式会社ウエルストンの概要

成長戦略の取り組み例

・ 2024年11月：ヱトーを通じて連結子会社化

・船舶補修部品の輸出や国内卸しを主体とする専門商社

・幅広い仕入先とアセアンを中心とした多くの海外顧客を保有

・拡大する船舶のメンテナンス需要を取り込み、グローバルに事業展開

ヱトーは新たに船舶用エンジンなどの補修部品市場に参入し
事業基盤の強化を図ります

直近のM&A実績 ②
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近年の主な事業投資

洋上風力発電関連 地震計

特殊大型車両向け自動運転システム バイオプロダクツ分野
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洋上風力発電の大型風車を建設する際に使用する

特殊大型治具等の設計・製作会社

連結子会社 株式会社TWD Japan

・オランダ TWD B.V社の国内総代理店

TWD B.V社は、当該分野の建設機器の設計等において、全世界で半分以上のシェアを持ち、高い評価を獲得

再生可能エネルギー分野：洋上風力発電関連事業

・当該分野の建設工事に使われる大型治具等は一品一様の設計製作が必要

TWD Japanは日本の顧客へソリューションを展開、事業の拡大を目指す

事業投資の実行 ①

成長戦略の取り組み例

再生可能エネルギー
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風況調査/
洋上風況観測用ブイ（FLV）

・極東貿易は海洋資源の開発事業で培った経験、知見、海外仕入先を保有

・これらを活かして、環境調査などの洋上風力発電に関連する事業に注力

洋上特殊タラップ（舷梯）システム
（ギャングウェイ）

海中監視/作業用水中ロボット
（ROV）

鳥類レーザー計測システム

再生可能エネルギー分野：洋上風力発電関連事業

再生可能エネルギー
事業投資の実行 ①

極東貿易グループは

洋上風力発電関連事業を通して、脱炭素化社会の実現に向け貢献してまいります

成長戦略の取り組み例

・当該事業の建設に係る機器の販売、オペレーションやメンテナンスなどのサービス事業の展開を目指す
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・極東貿易は長年、地震計・振動計関連機器の販売事業に従事

・2022年から子会社の日本システム工業が地震計の製造・保守事業を開始

・現在は次世代後継機を開発中

地震計関連事業

事業投資の実行 ②

極東貿易グループは
地震計関連事業を通して社会の安心・安全に貢献しています

・原子力発電所

原子炉の緊急停止のために、制御用地震計を設置

日本システム工業の地震計は高い品質で数多く採用され、現在まで約600台を出荷

・火山や地下深部

同社の地震計は地殻活動観測装置として

火山活動観測、高感度地震観測網に活用されている

・鉄道、新幹線沿線、橋梁など

 非常時に警報を発し、列車を停車させる

■日本システム工業の地震計の活躍する場所

成長戦略の取り組み例

気象庁
緊急地震速報

にも活用
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3. 業績の推移および見通し
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■親会社株主に帰属する四半期純利益

国内鉄鋼・化学プラント向け設備事業、地震計関連事業、海外プラント向け機器事業、

資源開発機器事業、防衛関連事業が好調に推移

■売上高

24/03  3Q 25/03  3Q(実績)

35,097

30,936

■営業利益

24/03  3Q 25/03  3Q(実績)

1,433

583

北米向け自動車部品用エンジニアリングプラスチック・コーティング剤事業が好調に推移

2024年10月に全株式を取得した(株)三幸商会の業績が寄与

精密ファスナー関連事業が若干減速するも高水準を維持。

特殊スプリング関連事業の収益性が改善。2024年11月に全株式を取得した(株)ウエルストン業績が寄与

子会社株式取得に伴う負ののれん発生益2,132(百万円)を一過性の特別利益として計上

直近の業績

2025年3月期第3四半期決算

24/03  3Q 25/03  3Q(実績)

（単位：百万円）

3,201

683 1,069

（単位：百万円）（単位：百万円）

負ののれん発生益

2,132

■産業設備関連部門

■産業素材関連部門

■機械部品関連部門

●親会社株式に

   帰属する

   四半期純利益
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■売上高

■営業利益 ■親会社株主に帰属する当期純利益

業績の推移

（百万円）

278 

781 
1,017 1,156 

3,500 

21/03 22/03 23/03 24/03 25/03(予)

（百万円）

57,405 

39,705 
42,657 43,660 

51,500 

21/03 22/03 23/03 24/03 25/03(予)

（百万円）

※2) 22/03より「収益認識に関する会計基準」適用により一部の売上高が純額表示

※2

※2【上方修正 (2/13 開示)】 期初予想から増収・増益見込

2025年3月期 通期連結業績見込み

1,368

（百万円）

売上高 営業利益

親会社株主
に帰属する
当期純利益

前回発表予想（A） 45,500 1,200 1,200

今回発表予想（B） 51,500 1,700 3,500

増減額（B-A） 6,000 500 2,300

362 

759 

1,000 
1,112 

1,700 

21/03 22/03 23/03 24/03 25/03(予)

負ののれん発生益

    2,132

※1)子会社株式取得に伴う負ののれん発生益2,132(百万円)を一過性の特別利益として含む。

※1
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KYOKUTO BOEKI KAISHA,LTD セグメント別業績推移

■売上高 ■セグメント利益
（単位：百万円）

13,345 
16,722 18,515 18,852 

12,977 
11,069 

13,255 13,321 

31,913 

12,711 
11,609 12,395 

21/03 22/03 23/03 24/03 25/03（予）

51,500

42,657

109 

611 

780 
705 

108 

132 

240 
194 

141 

24 

212 

21/03 22/03 23/03 24/03 25/03（予）

1,700
57,405

※ 21/3は「収益認識に関する会計基準」等適用前金額です

1,1121,000

■産業設備関連 ■産業素材関連 ■機械部品関連 □全社調整額

43,660
39,705

※売上高、セグメント利益の合計値は、全社調整額を含めた値となります

759

362

（単位：百万円）
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4. 株主還元・資本政策



KYOKUTO BOEKI KAISHA,LTD 

26株主還元

【実施理由】

・当社は、中長期的な成長を支える資本戦略として、資本コストを意識した施策を推進

・企業価値向上に資する資本政策を機動的に実行

  ・自己株式取得・消却により、株主還元の拡充、資本効率の向上を図る

1．取得の内容

2．消却の内容

(1) 取得対象株式の種類 当社普通株式

(2) 取得し得る株式の総数 35万株（上限） （発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合 2.84％）

(3) 株式の取得価額の総額 5億円（上限）

(4) 取得期間 2025年2月14日～2026年2月13日

(1) 消却する株式の種類 当社普通株式

(2) 消却する株式の総数
52万株に、上記1.に基づき取得した自己株式の全数を加えた株式数
（消却前の発行済株式総数に対する割合 6.70％）

(3) 消却予定日
① 52万株： 2025年3月31日
② 上記1.に基づき取得した自己株式の全数： 2026年3月31日

＜ご参考※＞

※2024年12月31日時点

自己株式の取得および消却 （2025年2月13日開示）

発行済株式総数（自己株式を除く）……12,339,794株

自己株式数 ………………………………652,042株
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株主の皆様への継続的な成果の還元と

企業価値の持続的向上を実現するため

適正な資本政策の下、将来の事業展開と

財務状況、収益動向などを総合的に勘案

した配当を実施

今後も高水準の株主還元を維持し、一方で、より

多くの経営資源を事業の拡大と、新たな成長機

会の創出に投入することで、収益基盤を更に強

固なものといたします。

※) 2022年9月1日付で普通株式1株につき2株の割合で株式分割を行っており、
上記グラフの年間配当金については、当該株式分割に伴う影響を加味し、遡及修正を行っております。

極東貿易の利益配分の基本方針

株主還元

「KBKプラスワン2025」の配当政策

37.5 37.5 35.0 30.0 

65.0 

44.0 
56.0 

35.0 

21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期 26/3期
81.5

65.0 ※

30.0 ※

81.5

■中間配当■期末配当

70.0
(予想)

93.5

(予想) (方針)

■配当推移

2025年3月期(予想)の配当性向・総還元性向の算出にあたり、
当期純利益から、負ののれん発生益を除いて算出しております。

■配当性向・総還元性向

自己株式

取得分

70.0下限
(方針)

99.6%

132.2%

102.3%

98.6%

99.6%

63.0%

21/3期 22/3期 23/3期 24/3期 25/3期

総還元性向 配当性向

81.5 (予想)
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5. まとめ
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本日のまとめ

極東貿易の強み
〇技術力に基づく 「プラスワン」
〇多様でユニークな取扱い商材
〇グローバル体制による、ものづくり支援

成長投資
〇サステナブルな社会の実現に向けた事業展開を推進
〇積極的かつ機動的な成長投資（M&A、新事業分野への投資）を継続、

 グループ全体の収益力強化を図る

株主還元

〇資本コストや株価を意識した経営の推進
〇来期以降も、高水準の株主還元を維持する方針
〇企業価値向上に資する資本政策を機動的に実行



証券コード 8093

見通しに関する注意事項
この説明資料に記載されている売上高及び利益等の計画金額は、いずれも、当社及び当社グループ会社の事業に関連する

業界の動向についての見通しを含む国内及び諸外国の経済状況、並びに各種通貨間の為替レートの変動その他の業績に影

響を与える要因についての現時点での入手可能な情報をもとにした見通しを前提としています。

これらは、市況、競合状況、新規取扱商品の導入及びその成否等、多くの不確実な要因の影響を受けます。

従って、実際の売上高及び利益等は、この資料に記載されている計画とは大きく異なる場合があります。

ご清聴ありがとうございました。



KYOKUTO BOEKI KAISHA,LTD 

30IR資料のご紹介

https://www.kbk.co.jp/ja https://www.kbk.co.jp/ja/ir/individual

https://www.kbk.co.jp/ja/sustainability/report

TOPページ

■ KBK CORPORATE REPORT 2024
  当社の財務・非財務情報を総合的にご確認いただけます。

https://www.kbk.co.jp/ja/ir/library/shiryou

■ 決算説明会資料

個人投資家の皆様へ

■ 当社ウェブサイトのご紹介

https://www.kbk.co.jp/ja
https://www.kbk.co.jp/ja/ir/individual
https://www.kbk.co.jp/ja/sustainability/report
https://www.kbk.co.jp/ja/ir/library/shiryou
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